
オープンAPIに関するFISCの取組み
これまでの取組み
オープンAPIにおける安全対策の在り方の提言 （2017年6月）

銀行とAPI接続先の双方において、活用され始めている。

API接続チェックリスト（試行版）の作成と公表（2017年6月）

FISC「API接続先チェックリスト ワーキンググループ」
─ 金融機関とAPI接続先が、接続を行うに先立って、互いの安全対策実施状況を適切に把握する等、コミュニケーションを効率的に行うための
ツールとして、「API接続チェックリスト（試行版）」を作成し、公表。

足許の取組み

 公表後１年を機に、当該チェックリストの使用状況やユーザーからの要望、ＦＩＳＣ安全対策基準の全面改訂
等を踏まえて確定版を策定するため、本年6月に「金融機関におけるオープンＡＰＩに関する有識者検討会」を
設立。また、当該チェックリストの改訂内容を具体的に検討する場として、同検討会の下にワーキンググループを設
置。

 各金融機関、ITベンダー、また、大小様々な規模のFinTech企業においても、利用しやすく、理解しやすいものと
なることを目指して知見を集約し、確定化を進めていく予定。

API接続チェックリストの確定版の作成（2018年6月～9月＜予定＞）

FISC「金融機関におけるFinTechに関する有識者検討会報告書」
─ オープン・イノベーションをもたらす環境整備のひとつとして、総体的な安全性を確保しつつ関係者の負担を最小化するために、金融機関は
FinTech企業と合意した内容にしたがって共同で統制を行うこと、FinTech企業も共同で統制への対応を行うこと等、両者の協調した取り組み
を推奨。
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